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去
る
六
月
十
三
日
は
陳
雲
（
元
中
国
共
産
党
中
央
紀

律
委
員
会
第
一
書
記
）
の
生
誕
百
周
年
で
あ
っ
た
。
六

月
八
日
に
は
出
身
地
（
現
上
海
市
青
浦
区
）
に
江
沢
民

前
党
総
書
記
の
題
字
に
よ
る
銅
像
が
建
て
ら
れ
、
十
三

日
の
百
周
年
記
念
大
会
で
は
胡
錦
涛
党
総
書
記
自
ら
が

重
要
講
話
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
党
中
央
宣
伝
部
な
ど

の
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（「
陳
雲
の
一
生
と
思
想
」）
が

三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
挙
党
態
勢
で

の
記
念
行
事
が
続
い
た
。
紙
面
を
埋
め
尽
さ
ん
ば
か
り

の
称
賛
の
記
事
や
論
文
の
数
々
、
正
に

陳
雲
甦
る

で

あ
っ
た
。

　
陳
雲
が
逝
去
し
た
の
は
九
五
年
四
月
で
あ
っ
た
。
一

〇
年
後
の
こ
の
仰
々
し
い
ま
で
の
生
誕
百
周
年
の
行
事

を

甦
っ
た
陳
雲

が
ど
う
眺
め
た
か
は
さ
て
お
き
、
政

権
を
担
う
共
産
党
に
は
い
く
つ
か
の
意
図
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　
第
一
は
党
内
紀
律
の
再
建
・
強
化
で
あ
る
。
陳
雲
は

一
九
七
八
年
十
二
月
の
第
十
一
期
三
中
全
会
に
お
い
て

アジア の窓

況
に
あ
る
。

・
対
日
本
と
の
関
係
で
は
、
パ
ラ
ス
皇
太
子
夫
妻
来
日

（
七
月
五
日
〜
十
四
日
）
─
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
皇

太
子
殿
下
等
と
面
談
─
を
始
め
、
二
〇
〇
六
年
は
両
国

の
国
交
樹
立
及
び
マ
ナ
ス
ル
峰
初
登
頂
の
五
〇
周
年
で

あ
り
、
関
連
事
業
を
多
彩
に
実
施
予
定
さ
れ
、
両
国
の

官
民
協
力
が
活
発
に
展
開
へ
。

（
つ
じ
い
せ
い
ご
・
桜
美
林
大
学
非
常
勤
講
師
、
本
研

　
究
所
嘱
託
研
究
員
）

中
央
紀
律
委
第
一
書

記
に
な
り
九
年
間

ト
ッ
プ
の
座
に
あ
っ

た
。
そ
の
間
、
文
革

中
に
歪
め
ら
れ
た

党
風

を
見
直
す

こ
と
で
多
く
の
冤
罪

者
を
救
済
し
た
ば
か

り
で
な
く
、
党
紀
律

の
規
範
化
に
卓
越
し

た
指
導
力
を
発
揮
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
陳
雲
の
実

績
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
、
現
在
進
行
中
の
党
組
織

の
再
建
に
有
利
に
作
用
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
中
国
共
産
党
は
一
昨
年
十
二
月
に
党
紀
律
建
設
史
の

重
要
な
里
程
標
と
称
せ
ら
れ
る
「
紀
律
処
分
条
例
」
を

公
布
し
た
が
、
そ
れ
以
降
矢
継
ぎ
早
に
党
紀
律
の
引
締

に
関
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
大

型
連
休
と
な
る
五
月
の
メ
ー
デ
ー
、
一
〇
月
の
国
慶
節

や
春
節
（
旧
正
月
）
の
期
間
に
は
相
変
ら
ず
党
幹
部
に

よ
る
非
合
法
な

外
逃

が
頻
発
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ

る
。
党
紀
律
の
強
化
策
は
、
裏
を
返
せ
ば
そ
れ
だ
け
不

正
が
多
い
と
い
う
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
陳
雲
の
経
済
思
想
の
根
底
に
あ
る
均
衡
論
に

依
拠
し
て
過
剰
投
資
（
特
に
地
方
）
の
現
状
に
警
告
を

発
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
八
三
〜
八
五
年
、
九
二
〜

九
四
年
の
二
桁
成
長
期
に
お
い
て
陳
雲
は
し
ば
し
ば
均

衡
あ
る
発
展
を
主
張
し
て
い
る
。
中
央
財
政
の
シ
ェ
ア

拡
大
と
そ
れ
に
よ
る
マ
ク
ロ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
効

活
用
は
依
然
と
し
て
現
代
的
意
気
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

　
第
三
は
天
安
門
事
件
（
八
九
年
六
月
）
に
対
す
る
評

価
の
固
定
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
趙
紫
陽
（
元

総
書
記
）
へ
の
「
平
反
」（
再
評
価
）
が
遠
退
い
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
一
九
七
七
年
三
月
の
中
央
工
作
会
議

で

小
平
の
党
中
央
指
導
部
へ
の
復
帰
を
提
起
し
た
陳

雲
は
、
天
安
門
事
件
で
も
中
央
顧
問
委
員
会
主
任
と
し

て

小
平
を
核
心
と
す
る
党
の
方
針
を
強
く
支
持
し
て

い
た
と
い
わ
れ
る
（『
人
民
日
報
』
九
五
年
五
月
二
三

日
な
ど
）。
陳
雲
へ
の
高
い
評
価
が
、
天
安
門
事
件
を

動
乱

と
し
た
党
の
認
識
を
固
定
化
す
る
と
み
る
の
は

穿
ち
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

（
小
林
熙
直
・
ア
ジ
ア
研
究
所
長
）

   

中
国
に
も
パ
ラ
サ
イ
ト
族
が
出
現

　
こ
こ
一
、
二
年
、
中
国
で
は
青
少
年
層
の
失
業

率
の
上
昇
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
中
国
共
青
団

が
最
近
実
施
し
た
「
青
年
就
業
状
況
調
査
」
に
よ

れ
ば
、
今
年
第
一
・
四
半
期
に
お
け
る
青
少
年
層

（
十
五
〜
二
九
歳
）
の
失
業
率
は
九
％
で
、
都
市

平
均
の
登
録
失
業
率
で
あ
る
四
・
五
％
を
大
幅
に

上
回
っ
て
い
る
。

　
根
本
的
要
因
は
、
労
働
力
市
場
の
不
均
衡
に
あ

る
が
、
青
少
年
の
失
業
率
の
高
さ
は
そ
れ
だ
け
で

は
説
明
で
き
そ
う
に
な
い
。
失
業
青
少
年
に
も
就

職
希
望
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
職
業
さ
え
選

ば
な
け
れ
ば
就
業
も
可
能
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
も
彼
等
の
失
業
率
が
高
い
の
は
、
一

人
っ
子
政
策
の
下
で
過
保
護
に
育
て
ら
れ
た
青
少

年
の
希
望
と
年
々
厳
し
く
な
る
企
業
の
採
用
条
件

と
の
ズ
レ
が
拡
大
し
て
い
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

　
両
親
に
生
活
を
依
存
す
る

傍
老
族

（
パ
ラ
サ

イ
ト
）
の
出
現
は
中
国
の
新
し
い
社
会
現
象
で
も

あ
り
社
会
問
題
で
も
あ
る
。
　
　
　
（
Ｈ
Ｋ
）

甦
る
陳
雲
と
そ
の
意
義


